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し

( ) 与 式 = 8 . 6

二 2
m

12 ) 与 式 =一

=
( 3 ) 与 式 = 5x ×

16xy 土
× 32xyz

= 10xm

( 4 ) 与 式 = (5 _ β )( 2√5 +; )

= 205 ×√5 + 2 √万 2√万 一 3 × 行

= 10 一 6

恣



( 5) 式 を 整理 すると

10 - 5 x = x ー 2x - 8

x2 x 8 + 5 x1 0 = 0

x
+

3 x- 18 = 0

( x 3 ) (x+ 6 ) = 0

: . x = 一
6
,

3～

( 6 )

ア : Y = x
3

: 反比例 でない

イ : xy = 35 ⇒ } = 55 : 友比例
～

ら ? Y = 4 x : 反 比例 でない

ェ : Y = 長 : 比例
～

よって
,
イ
,
エ
～

( 7 )

平均値 =

1 + 3 + 5

ta 1 , 3 5 aso00

七中央値
中 央値 =

5基



平均値と 中央値 が 等 しじいので
a= 5芝 ) 両辺 × 6

a + 3 1 = 3 ( 5 + a )

a + 3 ( = 15 t 3 a

- 2 a = 一 16

a = 8
m

( 8 )

点 A は Y = x のグラフ 上 にあり x = 3 なので

Y = (- 3 )
'

= 9 ⇒ A ( - 3 ,
9 )

点 B は Y = x のグラフ 上 にあり x = 6 なので

Y = 62 = 36 ⇒ B ( 6
,
36 )

直線 AB を 通 る 式 を Y = ax + b とおくと

9 = 一 3 a t h … 点 A ( - 3
,
9 ) を 代 い。

36 = 6at の … 点 B ( 6
,

36 ) を代入

- 27 = 一 9 a

i
] 平行

= 傾きが 等 しい

a = 3
～～ ー

⇒ g = 3 x tb
～

平行 な 直線 は 傾 きが 等 しく
,
原点 ( o , O ) を 通 る

ので 求 める 直線 の 式 は Y = 3
xm



( 9 )

円 柱 P の 底面 の 半径 を x , 高 さを h

円柱 Q の 底面 の 半径 を Y 高 さをよとする
円柱 P ,

Q の 体積 が 等 しので

x x x × π × h = Y × Y × π × な

: x ん = Yな ⇒ よ =

y②② 一 の

ここで x Y = 3 :5 → 5 x = 3 Y より

5 x( )
"

= ( 3 Y )
の

⇒ 25 xc = 9 y
2

⇒ で
'

= 259□
これを ① に 代入 して

∴= 259 h
よって 円柱 Q の 高 さは 円柱 P の 高 さの 259倍

～

(別解 )

円 柱 の 体積 = 半径 × 半径 × π × 高 さ

半径 の 比 が 3 : 5 ⇒ 半径
2

の 比 は 9 = 25

体積 が 等 じので 高 さはこの 比 の 逆 となるので

P の 高 さ : Q の 高 さ = 25 : 9 Q の 高 さ : 259 , P の 高 さ
～



( 10 )

6
ー〉 ー

@
Xし

s

ー
7

X
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LAED と L C E B において

AD 1/ B C より 錯角 が 等 しいので
LEAD =∠ E CB ー ①

L EDA = LEBC ー ②
①

。
② より 2組の 角 がそれぞれ 等 しので
L AED ∞ OCEB

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

A E : C E = AD :BCの
～

3

3 B C = 42

B C = 14cmm



22

い )

点 D と 点 O を 結ぶ
。

( 0
,

6 )
ロ AB CD の 面積 は

OABO OAOD 6Doc
… m

( 7 ,4)
!
…

こえ! = 3 × 6 × 王 + 6 × 3 × 鄂
～ m

- 3, 0 ) 16 , 0 )

(
- ; 、
_ 。 ー

+ 6 × 4 ×tm

= 9 + 9 ± =12 30

OABE の 面積 =

□ ABCD × 上
= 15

OABE の 底辺 = BE
0
A

とすると , 点 E がどの位置に笘 0 D いても 高 さは A 0 = 6

となる 。

昌占eX 7xec したがって BE = l とすると

OABE = l × 6 × 上
= 3 l = 15

: l = 5 ⇒ BE の 長 さが 5 になれば 良 い



点 B からの 長さがとなれば 良 いので。

⑦ 点 E が 点 B の 右側 にあるとき
- 3 + 5 = 2

m

。

ー
B

^

。 I
∞ の

5
、 E

⑤ > x
- 3

⑩ 点 E が 点 B の 左側 にあるとき
- 3 - 5 =～

～ ∞0
～ 5 、
E B

. 8
e
3 0

) x0

よって
点
E の 座標は ( 2 , 0

) ,
(

-80) ～
m

( 2 )

I a 7 b 7 C より ⑤ 7
.
3

.

2 のとき
&ib、 c

A = l 0 Oa + lob + C 7 7 3 2 2 より

B = 1 OOC 10 b + a A = 100 × 7 t 10 × 3 + 2

B = 100 × 2 + 10 × 3 + 7
よって
A B = 10oa + iobc)( iooc + cobea )

= 99 a 99 c

= 99 ( a - c )
mm



口 A B = 396 で I より A - B = 99 (ac )

なので

99 ( a - c ) = 396

a , C = 4

: c = a 一 4

9 ≡ a 7 c ≡ 1 より
-

a
,

C は 1 ～ 9 の 数 で a 7 b 7 C なので
C は 1 以上

,
a は 9以下

a
,

c )( = ( 9
,

5 )
,

( 8
,

4 ) , (
7

, 3
)

, (
6
, 2

)

( ら 1 ) の 5 通 り

例 a = 9 のとき C = a 4 = 5
～

9

=δ のとき C = a 一 4 = 4
~sa

また
,
b は a

,
C の 間 の 数 で 各 23通りある

～

例 a = 9
.
C = 5 のとき b = 87

,

6
m

3通
り

a = 8
.
C = 4 のとき b = 7

,

6
.

5
m

3 通 り
よって 金部 で

5 × 3 = 15 通り
～～



( 3 ) ①

→ 36 km/h
4 km/h
ー

1

_mーmA

必 x の 単位 は
“

分
” であることに 注意 する

第 1 組 が A → C に 移 タ 動 するときかかった

時間 は

時間 = 距囊さ
(
時間 = 60 分

2 × 125= 5 時間
“

ダ 一
= 吾 時間

= 25

5
日 時間 = 25 分 なので
～

→→ c の 15 km を
m

25 分 で 進 む
～～の 0



し

1

辣θ !

i

iy
また , C → B は 距離3 kmを 4 km/h で 進むので
かかった 時間 は

時間 = 距囊さ
1 時間 = 60分時間

= の 分3
(, 公

～

2 x 43

= 時間
= 60 × 3

3時間 = 45 分 なので
= 45 分

B → C の 3 km を 45 分 で進 む
一

。
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… …

… … … へ

の
一

\

② :
よってグラフは

…

) (

左団 の通 り
i

(

1

① 1
1

!
1

1

i
1

1

i
(

@

八
45√25

② 18 … …
… … …

② ミ
i

……

i タクシ ー が

\ C → A に
1

θ iンもどったときの
1

i レ グラフ
1

世

1i
1

A → C に進 む

i
1 速さと 同 じなので

1 の① のグラフと
i

( 左右対称⑧

八
45√25



第 2組 は A → B に 向 けて 4 km/h の 速 さで
移動 する
⇒ 60 分 で 4 km進む
…

ミ
∞
… …

… … …

②
……

i
1

1θ 議 ー 60 分 で 4 km

:
1

…
… う
…
…

w
1

i 得
ここでタクシ ー と 第 2組
が 出会

… いタクシ ー に

乗 る

グラフより ,
第 2組 がタクシ ー に 乗 ったのは

A地 点 を 出発 してから 45 分後
m



3

( ) ABへに 対 する 円周角 は
@ 回 等 しいので

(2 パ

LADB = LACB = 21
~

= ∞ + 21

LADE で 外角 の

定理 より

LDAE + LADE
～

=∠ DEC
2～

～

80

: . ∠ DAE = ∠ DEC - LADE
= 86

~

- 20

= 650
< BAE =< DAE より LBAE = 650

よって

LBAD = LBAE + LDAE

= 650 + 657

= 1300

DABD の 内角 より

LA BE = 180 ( LDAB + LADB )

= 180( 130
'

+ 21 )

= 180
^

_ 1510

= 29
m



ゅ
" 川川 1

AB を 店辺 とすると

ー

A ーー 高さが 等 い
レ

E 人等積変形
10

E

10

ー

B DC を 底辺 とすると

0

ー

ロ

ーの( 高さが 等 い

レ

E E二等積変形
x

x

ー ー

A D
したがって 左国 のように

10
E
x 変形 できる

O DE C の 面積 = x

10 x とおくと

B c



IO + 10 + x +x = 80
m

～ ABcD の 面積
2 x = 60

x = 30

よって ODEC の 面積 は 30cmm

②
E 左国 のように補助

么ぷ 1 線 を 引 く
。こ こ

Fザ
< AEF = 45 より⑩

OAFE は直角 =等辺
三角形 。 よって
AF = FE ー の

同様 に OAEG も 直角 = 等辺三角形 なので
GA = GE 一 ②

より A F = GE であり ① ,② から

FE = GE
～

ー ③

DABE の 底辺 を AB
, OAED の 底辺 を DA とすると

③ から 高 さが 等 しいので 底辺比 = 面積比 と

なる 。

:. A B : DA =OABE :OAED
= 5 : 8



したがって AD = 5 x とおくと DA = 8×
…

なので
AD : DA = 5x : 8 x= 5 . : 8

ロ ABCD の 面積 は

5 x × 8 c = 80

BCD x
=2 )

40 x
'

= 80

x
'

= 2

x7 0 より x = N改
したがって AB の 長さは
AB = 50c

= 53cmmm

( 3 )

①
和 の 長 さが最小

↓
展開国 で 考える



量

E
0⑧

EH + HG + GF が 最小
\ ⇒ E

,
H

,
G

,

F が 一直線上 に

A
M

⑤
H

0 D ある
。oG.

また 1 辺 の 長 さが 全 て 等 しい

1 い ⑩0B "c 正三角形 を 組 み 合 わせたので
AD / BC

E
0謀0の

/ーの OEAH と O EBF において
\

ADIBC より 同位角 が等 しい
。@品 ので

< EAH = L EBF ー ①

∞ e(
興"
"" ∠ E HA = LEFB ー ②

①
,

② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しいので

OEAH ∞ 0 EBF

対応 する 辺 の 比 は 等 しく BA = AE なので

EA : EB = AH :BFY20θ
= 1 : 2

F は BC の 中
点

なので , B F = 2 cm
。
したがって

AH = 1 cm



0

@
E0000@ DGHA と O G F C において

AD / BC より 錯角 が 等 しい

A ⑩ @
H

0 D>

ので

@ G
< GHA = ( GEC 一 ③蘖 ∠ GAH = L GCF ー④

0B い ⑧ 11> ⑤ ③
,

④ より 2組 の 角 がそれぞれ
c

F

等 しいので
,

σ GHA ∞ OGFC

対応 する 辺 の 比 は 等 しので
HA ? F C = AG : GC
ー…

1 cm 2 cm

二 1 : 2

AC = 4 cm なので

AG = 4
cm × ま = 4mm

②
問題文 から
'y

AC = CD = D E = EA!“。 なのでロ ACDE は UL形 である

UL 形 の対角線 は 垂直 に交 わる
@ G

フ \ ので
,

00B 00000才 ADI EC仄 C2 /

また
, AD / B C より BC 上 EC

⇒ ∠ E CF = 900



また 。
ひ L形 の 対角 線 は 各 々 の 中点 で 交 わるので

A H = HD = 2 cm

OEHD で 三平方 の 定理 より

EH = N42
ー

) , )10 * = 石3

= 2N3 E

よって
,
EH = HC から

EC = 2N3 + 2√3 辞
= 4} F c2

OEFC で 三平方 の 定理 より
二

E F “ ) (4B )
~

+ 22

= √ 48 + 4
ー

26 ×2

=√52

= 2V万

EH + HG + GF = EF より EH HG
,
GF の

長 さの 和 は 2NBcm
～


